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『「人生ピンチヒッター」 〜 「チャンスを提供」 〜』 

最近、コロナ時代、行事予定の中止、延期のなかで、ダブルブッキングも生じ、

交代していただくことが 発生することがある。 まさに『ピンチヒッター』が

求められる。 筆者は、若き日に『人生ピンチヒッターの原点』を、「ドイツの

指揮者カラヤン(1908–1989)が 46 歳の時、急逝したフルトヴェングラー(1886–

1954)のピンチヒッターを果たし、その成功を機に翌年からベルリン・フィルの

指揮者を務めた」と学んだものである。 1954年とは、不思議なことに、筆者の

生誕年である。 2017 年に『人生ピンチヒッター友の会』が設立され、定期的に

ニュースレターが発行されている。 創刊号（2017 年 10 月 1 日）(添付）には、

三国浩晃 会長の『カラヤンに学ぶ人生ピンチヒッター』 が掲載されている。 筆

者は顧問として巻頭言を依頼され 下記を記述した。 

 

『人生ピンチヒッター』の理念は、 

１）「誰にも悪意を抱かず、すべての人に慈愛の心」（リンカーン：1809- 1865）

をもって、 

２）「チャンスを提供」することであろう。 

『人生ピンチヒッター』の３ヶ条は、 

１．『人に接する呼吸を得ている者』 

２. 『性格の悪くない者』 

３. 『無規則で始める勇気と胆力を有する者』 

であろう。 これは、新渡戸稲造 (1862-1933)が、国際連盟事務次長の時、「国

際連盟事務総長：ドラモンド（1876‐1951)」から、学んだことでもある。 

 

想えば、筆者は、2000年に『新渡戸稲造 武士道 100周年記念シンポ』、2002

年『新渡戸稲造生誕 140年』、2003年『新渡戸稲造没後 70年』、さらに 2004

年には、国連大学で『新渡戸稲造 5000円札さようならシンポ』を開催する機会

が与えられた。 『われ 21世紀の新渡戸とならん』（日本語版 ＆ 英語版）の

出版に繋がった。 新渡戸稲造は、国際連盟事務次長だった 1922 年に「国際知

的協力委員会」（現ユネスコ）を設置した。 当時のメンバーはフランスの哲学

者ベルグソン(1859-1941)（議長）、アインシュタイン(1879-1955)やキュリー



夫人(1867-1934)ら 12人で構成された。 今年（2022年）は 100 周年であり、新

渡戸稲造生誕 160 周年記念でもある。 新渡戸稲造は、「平和のための砦の前哨

基地」（国際連盟）で、東西文化の融和を図るところに世界の平和、人類の幸

福があると訴え、その実現のために奔走した。 「争いのない社会を築くために

何を拠りどころに考え、行動すればよいのか」＆「国際社会で尊敬を集め、活

躍するには日本人はどうすればよいか」が、「日本の国際的地位向上の新渡戸

稲造イズム」と若き日に教わったものである。  

 


